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診
療
室
が
泥

棒
に
入
ら
れ
た

こ
と
は
、
５
日

付
の
こ
の
欄
で

記
し
た
。
す
る
と
新
聞
の
書

籍
広
告
欄
に
『
泥
棒
稼
業―

年
収
３
０
０
０
萬
』
と
か
い

う
本
が
出
て
い
た
。無
論
、防

犯
の
ノ
ウ
ハ
ウ
書
で
あ
る
。

　

昔
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の

疫
学
部
長
が
ク
ラ
ス
会
で

「
日
本
人
は
野
菜
不
足
だ
」と

吠
え
た
ら
、
翌
月
か
ら「
飲

む
野
菜
」の
Ｃ
Ｍ
が
テ
レ
ビ

に
は
ん
ら
ん
し
た
。
需
要
が

新
製
品
開
発
に
す
ぐ
反
応
す

る
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス

も
否
定
で
き
な
か
っ
た
資
本

主
義
の
良
い
面
で
あ
る
。

　

２
人
の
天
才
も
予
知
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
今
日
の
情

報
量
の
大
は
ん
ら
ん
と
超
高

速
化
で
あ
る
。
高
校
も
行
っ

た
こ
と
の
な
い
主
婦
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
が
世
界
の
ど
の
地
域
に
発

症
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
の

か
ま
で
知
っ
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
陰
で
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ゲ
ッ
ト
し
て
い
る
の
だ
。

　

歯
周
再
生
治
療
や
マ
イ
ク

ロ
ス
コ
ー
プ
手
術
等
の
先
端

医
療
の
進
展
振
り
も
リ
ス
ク

や
コ
ス
ト
は
別
で
熟
知
し
て

お
り
、
私
の
よ
う
な
保
険
歯

科
医
を
Ｂ
級
歯
医
者
と
位
置

付
け
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

濃
町
国
保
は
、
世
帯
主
療
養

費
９
割
給
付
制
度
が
90
年
か

ら
続
い
て
い
る
。
２
０
０
５

年
以
降
、
町
長
が
４
度
に
わ

た
っ
て
廃
止
提
案
を
繰
り
返

し
た
が
、
住
民
の
声
を
代
弁

「
一
部
負
担
の
免
除
」
を
要

求
し
、
運
動
を
通
じ
て
実
現

さ
せ
た
も
の
だ
。
長
野
県
信

し
た
と
の
役
員
選
考
委
員
会

の
報
告
を
受
け
、
理
事
・
監

事
の
選
考
基
準
を
改
め
て
確

認
し
た
。

　

医
療
運
動
で
は
、
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
を
掲
げ

消
費
税
増
税
を
ね
ら
う
菅
内

閣
に
対
し
て
、
消
費
税
増
税

中
止
と
医
療
を
は
じ
め
生
活

必
需
品
に
「
ゼ
ロ
税
率
」
の

適
用
を
求
め
る
請
願
署
名
に

取
り
組
む
。
３
月
12
日
に

は
、
理
事
会
前
に
難
波
で
街

頭
宣
伝
を
行
い
、
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
は
、「
公
的

保
険
医
療
を
崩
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
反
対
す
る
」
理
事
会
決

議
を
採
択
し
、
関
係
閣
僚
や

マ
ス
コ
ミ
各
社
な
ど
に
送
付

し
た
。（
３
面
に
決
議
全
文
）

療
や
生
活
を
守
る
た
め
の
運

動
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

親
、障
害
者
、低
所
得
な
ど
、

地
域
の
事
情
を
反
映
し
、
き

め
細
か
い
減
免
制
度
を
設
け

阪
都
」
に
ま
と
め
る
と
主

張
。
産
業
政
策
を
都
が
、
住

民
福
祉
は
区
が
担
う
と
し
て

い
る
。
森
氏
は
、
自
治
体
の

税
収
の
３
割
〜
４
割
に
あ
た

る
４
０
０
０
億
円
以
上
が
都

に
吸
い
上
げ
ら
れ
る
と
の
試

算
を
示
し
、「
莫
大
な
税
金

が
都
の
開
発
行
政
の
推
進
に

　

「
大
阪
都
構
想
」
に
つ
い

て
講
演
し
た
森
氏
は
、「
大

阪
市
や
堺
市
な
ど
11
市
が
な

く
な
り
、
区
に
分
割
さ
れ
、

都
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
重

大
な
問
題
だ
」
と
強
調
し

た
。

　

橋
下
知
事
は
、
約
20
の
特

別
区
を
つ
く
り
、
府
を
「
大

　

医
療
保
険
制
度
改
革
に
対
す
る
保
団
連
の
考
え
や
、
橋
下
知
事
が
掲
げ
る
「
大
阪
都

構
想
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
よ
う
と
、
協
会
は
「
会
員
学
習
会
」
を
12

日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
い
た
。
歯
科
医
師
ら
の
べ
71
人
が
参
加
し
た
。
講
師
を

務
め
た
森
裕
之
立
命
館
大
学
教
授
は
、「
大
阪
都
で
経
済
成
長
は
妄
想
だ
」
な
ど
と
痛

烈
に
批
判
し
た
。 会

員
学
習
会
で
森
氏
が
痛
烈
に
批
判

「
大
阪
都
で
経
済
成
長
は
妄
想
」

上
で
、「
二
重
行
政
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
行
政
区
域
を
拡

張
す
れ
ば
経
済
成
長
す
る
と

い
う
主
張
は
、
妄
想
だ
」
と

厳
し
く
指
摘
し
た
。

　

森
氏
は
、
東
京
で
都
制
度

の
廃
止
を
目
指
す
動
き
が
あ

る
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
大
阪
で
都
を
つ
く
る
の
は

時
代
錯
誤
だ
」
と
話
し
た
。

ま
た
、「
大
阪
都
構
想
」を
声

高
に
叫
ぶ
橋
下
知
事
を
「
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
扇
動
）

型
首
長
の
台
頭
で
あ
り
、
危

う
さ
を
感
じ
る
」
と
し
、
医

費
や
さ
れ
る
」
と
指
摘
。
区

の
財
源
は
減
ら
さ
れ
、「
社

会
保
障
が
瓦
解
す
る
こ
と
に

な
る
」と
述
べ
た
。

　

大
阪
の
衰
退
の
原
因
が
、

府
と
大
阪
市
の
二
重
行
政
に

あ
る
と
す
る
橋
下
知
事
に
対

し
て
、「
衰
退
し
た
の
は
、

政
府
機
能
と
経
済
機
能
が
東

京
に
一
極
集
中
し
た
か
ら

だ
」
と
批
判
。
削
減
の
標
的

に
さ
れ
て
い
る
水
道
事
業
や

公
立
体
育
館
、
大
学
な
ど
に

つ
い
て
は
、
府
と
市
の
役
割

や
歴
史
的
経
緯
を
説
明
し
た

し
た
議
会
が
撤
回
さ
せ
た
。

　

市
町
村
国
保
独
自
の
減
免

制
度
は
、
長
年
に
わ
た
る
地

域
の
運
動
と
、
住
民
の
声
が

届
く
身
近
な
自
治
体
が
実
施

主
体
で
あ
っ
た
た
め
に
実
現

で
き
た
も
の
だ
。
保
険
者
が

化
」
で
は
な
く
、
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
自
ら

の
役
割
と
責
任
を
果
た
す
こ

と
で
あ
る
。
住
民
の
声
で
市

町
村
を
突
き
動
か
し
、
国
保

制
度
を
守
る
た
め
に
国
に
対

し
て
国
保
へ
の
国
庫
負
担
の

大
阪
府
に
な
れ
ば
、
減
免
制

度
は
最
低
限
に
統
一
さ
れ
、

市
町
村
独
自
の
対
応
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

市
町
村
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
国
保
の
「
広
域

増
額
を
強
く
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

橋
下
知
事
ら
の
発
言
か

ら
、
公
的
負
担
を
縮
小
さ
せ

る
「
広
域
化
」
の
本
当
の
狙

い
が
鮮
明
と
な
っ
た
。
全
国

で
最
も
苦
し
い
大
阪
の
国
保

だ
か
ら
こ
そ
、
特
徴
的
に
表

れ
た
と
言
え
る
。
大
阪
社
保

協
で
は
、「
国
保
の
『
広
域

化
』
は
加
入
者
を
困
難
に
陥

ら
せ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な

い
」
こ
と
を
自
治
体
に
突
き

付
け
な
が
ら
、「
広
域
化
」

に
反
対
す
る
大
阪
府
民
的
な

協
同
の
た
た
か
い
を
地
域
で

つ
く
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
全

国
に
広
げ
て
い
く
た
め
に
動

き
出
し
て
い
る
。（
お
わ
り
）

災
害
や
失
業
、

事
業
休
廃
止
、

所
得
激
減
時
の

適
用
を
規
定
。

ま
た
、
多
子
世

帯
や
ひ
と
り

府
運
営
で
減
免
制
度
最
低
限
に

府
民
の
協
同
で
国
保
守
る

国
保「
広
域
化
」

国
保「
広
域
化
」――

真
の
狙
い

真
の
狙
い

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長・
寺
内
順
子

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長・
寺
内
順
子 ❹❹

に
な
る
予
定
。
予
測
点
数
は

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
る
。

　

協
会
は
材
料
改
定
に
と
も

な
い
『
歯
科
点
数
早
見
表
・

２
０
１
１
年
４
月
版
』
を
３

月
25
日
付
の
本
紙
に
同
封
し

て
全
会
員
に
届
け
る
。

専門家がおこたえします

室相 談各 種

※相談料はいずれも無料、会場は保険医会
　館１階です
※必ず事前に協会までお申し込みください

雇用相談雇用相談
【日　時】３月17日（木）午後２時～４時
【相談者】桂好志郎 社労士

法律相談法律相談
【日　時】３月７日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信 弁護士

　

４
月
１
日
か
ら
、
歯
科
用

金
パ
ラ
合
金
の
価
格
が
改
定

さ
れ
る
。
市
場
価
格
の
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
１
㌘
８
０

２
円
か
ら
76
円
増
の
８
７
８

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
大

臼
歯
の
Ｆ
Ｃ
Ｋ
で
27
点
、
前

装
冠
で
24
点
の
引
き
上
げ
幅

　

「
保
団
連
の
医
療
・
社
会

保
障
政
策
」
の
テ
ー
マ
で
講

演
し
た
住
江
憲
勇
保
団
連
会

長
は
、
日
本
経
済
の
特
徴
と

し
て
、
社
会
保
障
給
付
が
低

い
水
準
に
抑
え
ら
れ
、
財
の

再
分
配
機
能
が
脆
弱
に
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
強
調
し

た
。
原
因
は
、
内
部
留
保
を

増
や
し
て
い
る
大
企
業
に
は

減
税
の
一
方
で
、
所
得
が
減

ら
さ
れ
て
い
る
労
働
者
・
国

民
に
は
消
費
税
な
ど
の
負
担

が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
。
経
済
を
立
て
直

す
に
は
内
需
拡
大
が
不
可
欠

と
し
、
①
内
部
留
保
を
賃
金

に
ま
わ
す
②
法
人
税
率
を
消

費
税
導
入
前
の
42
％
に
戻
す

③
患
者
負
担
を
引
き
下
げ
る

―
―

な
ど
の
実
行
が
求
め
ら

れ
る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
菅
政
権
が
進
め
て

い
る
、
消
費
税
増
税
を
含
む

税
と
社
会
保
障
制
度
改
革
に

つ
い
て
は
、
国
民
負
担
を
強

い
て
き
た
「
構
造
改
革
」
路

線
に
回
帰
し
て
い
る
と
批

判
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
民
間
企
業
が
医
療

に
参
入
し
、
混
合
診
療
が
解

禁
さ
れ
、
皆
保
険
制
度
が
崩

壊
し
て
し
ま
う
と
述
べ
、
参

加
者
に
運
動
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
た
。

　

協
会
は
12
日
に
開
い
た
理

事
会
で
、
患
者
負
担
軽
減
、

診
療
報
酬
改
善
、
歯
科
の
保

険
給
付
拡
大
な
ど
を
め
ざ
す

新
年
度
の
活
動
方
針
を
検
討

し
た
。
次
回
理
事
会
で
案
を

ま
と
め
地
区
組
織
に
討
議
を

要
請
し
、
５
月
21
日
午
後
４

時
か
ら
開
く
通
常
評
議
員

会
、
５
月
29
日
午
後
２
時
か

ら
記
念
講
演
、
創
立
40
周
年

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
共
に

開
く
定
期
総
会
に
議
案
の
一

つ
と
し
て
提
案
す
る
。

　

活
動
方
針
の
討
論
で
は
、

歯
科
医
療
改
善
に
は
国
民
生

活
の
改
善
、
労
働
者
の
賃
金

引
き
上
げ
が
欠
か
せ
な
い
と

い
う
視
点
が
伊
津
進
弘
理
事

長
か
ら
指
摘
さ
れ
、
方
針
案

に
反
映
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

理
事
候
補
の
選
考
に
つ
い

て
、
理
事
会
で
は
理
事
長
、

専
門
部
長
、
地
区
責
任
者
に

理
事
・
監
事
の
推
薦
を
要
請

　

現
在
の
市
町
村
国
保
は
、

一
般
会
計
か
ら
独
自
に
繰
入

を
し
、
保
険
料
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
条

例
減
免
を
実
施
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は
、

て
い
る
市
町
村
も
あ
る
。

　

東
大
阪
市
国
保
で
は
、
利

用
実
績
日
本
一
の
一
部
負
担

金
減
免
制
度
が
あ
る
。
１
９

６
５
年
、
生
活
が
困
難
な
住

民
の
た
め
に
、
市
民
団
体
が

１
㌘
８
７
８
円
に
増
額

金パラ改定

協
会
『
早
見
表
』発
行
へ

第22回
理事会

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
決
議
を
採
択

新
年
度
活
動
方
針
な
ど
協
議

内
需
拡
大
が
不
可
欠

住
江
憲
勇 

保
団
連
会
長

都
構
想
は
時
代
錯
誤

森　

裕
之 

立
命
館
大
学
教
授

菅政権の「構造改革」路線への回帰を批判する住江憲勇
氏（右）と、「大阪都は時代錯誤」と強調する森裕之氏＝
２月12、13日、Ｍ＆Ｄホール


